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金が必要だという考えに行き着いた結果、国家的規模で The National En-












































































































































































































































































































































































ペレッキア：そうですね、Theatre of Yugenとか、Theatre Nohgakuはいろい
ろな活躍して、それは非常に大事だと思います。能の普及活動として、新し
いジャンルをつくることとしても非常に大事な試みだと思います。それは尊
敬しています。ただ私たち INIは先申し上げたグループと違って、劇団では
ありません。発表でも申し上げたけれども、INIは宇髙通成先生の社中のも
のですので、芸術的な活動より、伝統劇な能を中心に稽古しています。
私たちは一人ひとりここにいて外国の方が日本に来られたら、その文化の
差を超える力もありますし、いろいろ指導ができるのではないかと思います。
宮本：山中さんは昨年、ロイヤル・ホロウェイ大学で演劇を専門にされてい
る大学生に能のワークショップを企画されたそうですけれども、外国の方が
能というものの存在を初めて知る時の反応というのはいかがでしたか。
山中：相手は学部の１年生、２年生でアジアの演劇なんて何も観たことがな
いような学生たちでした。もちろん個人差はありましたけれども、でも、本
当によくできる子たちは、たった２日のお稽古で、〈熊野〉のクセか〈清
経〉のキリを実に上手に舞えてしまって、こちらの方が驚きました。学生た
ちは、やはり動きにしても、体のカマエ方にしても、驚きの連続だったみた
いです。ただ、彼らにとっては能だけが興味の対象ではなくて、ワーク
ショップをきっかけに、「アジアの演劇にも興味を持ち始めました」という
反応でした。
宮本：万蔵さんご自身は外国人に狂言のお稽古をされたことというのはある
のですか。
野村：たくさんあります。僕の経験で、１０代の頃に兄貴がもう先行してい
ろいろとやっていましたから、イタリアのユージェニオ・バルバさんという
人がやっている I.S.T.Aで、合宿１カ月間、飯を共にして、毎日ワインを飲
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んでいましたけれども、そこにはインド舞踊の人や、もういろんな人がいま
した。綱引きではないですが、綱があるように身体表現することとか、もう
何をしていいかわからない。自分がまず最初に外国の演劇のワークショップ
に参加して目から鱗のことがありました。
それから、最近印象的なのは、ドイツの演劇専門学校で教える機会があっ
て、そのときは狂言の曲を教えるのではなくて、もうただ発声として、ほと
んどメロディのない、棒読みの謡をどう発声するか、それから、すり足をど
ういうふうにするかということや、「集中」とか「解放」とかよく言います
けれども、我慢をする、そのエネルギーをどれだけ溜めておいて爆発する、
あるいは爆発させないで、じわっとやる、粘質的なものとかね、そういうこ
とを教えました。もちろん最初のしきたりのところから、生徒は靴をぬいで
足を行儀悪くしているので、それを怒鳴りまくって、正座させてという、こ
の精神からやりましたけれども。そうすると、それを１週間ぐらいやってい
くと、最後にそのほとんどの外国の若い生徒が、「もう日本に先生を追いか
けていきます」とか「ものすごいです。私たちのまったく知らないものを教
えてくれた」という、こんな感じです（笑）。
宮本：習得の技術というのは、例えば、現在のコントをやっているお笑い芸
人みたいな日本人と外国人との間に、もう差がないということは、やはりあ
りますか。
野村：あります。外国の方のほうが日本語を理解するということでとてもハ
ンデがあります。そこで何を伝えるかといったら、心を伝えたいと思うので、
さっきの稽古のように、このメロディを追いかけるとか、言葉の韻を覚えな
ければいけないとか、そういうことではなくて、本当に単純明快なことを１
つ、エッセンスを集中的に教えて何かを感じてもらうということですね。
タレントさんの場合には、もともとが器用なので、やらせないという方向
でいきなりやると、もう萎縮してしまったり、結構打たれ弱い人もいたりね。
こう、褒めて、面白いね、面白いね、こうやって、どんどんどんどん引き出
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しておいて、削っていく。
宮本：そういうふうに、１００年前になかったことが、これだけたくさんの外
国人が能とか、狂言とかをお稽古しているということが、やはり能楽の現在
を象徴していると思うのですけれども、今後、５０年後、１００年後、もっと外
国人が増えて、例えば、極東に住む日本人が、ヨーロッパのオペラ劇場で舞
台に立つようなことが能楽にも起こり得ると思いますか。
ペレッキアさん、その国際能楽研究会の今後の展開として、例えば、国立
能楽堂の舞台に普通に外国人が出演するということは将来あり得るのでしょ
うか。
ペレッキア：それはあり得るかもしれませんが、そこまでは能楽師も能のお
客さんもまだ準備が整っていない。もともと外国の国籍を持っている親に生
まれた子であっても、幼い頃から稽古をつければ、その子を外見で区別せず
「本当の」能楽師の卵として認めるかもしれません。日本も全世界とともに
国際化をしていますので、それに、伝統の世界の人も目を慣れてもらわない
といけないでしょう。
宮本：能楽の場合には面をつけますからね。言葉のなまりがなければ、技術
的にはほとんど遜色ないと思うのですけれども。
外国の方の能を観ていると、やはり一番違和感を感じるのは、謡の部分の
なのですよ。先程のペレッキアさんはずいぶんお上手だったと思います。
ペレッキア：それはそうですけれども、先程ちょっとお話したように、体格
も違いますし―まあ女流の方と同じ問題かもしれませんが―、それに装束の
調整も必要ですし、いろいろ考えなければならないと思います。
山中：そのことは２年前にヒブル・オンジェイさんが、やはり外国人の身体
ということについて、おっしゃっていましたね。例えば２０年前、３０年前、
日本人がフィギュアスケートで入賞したり、あるいはテニスのウィンブルド
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ンで上位までいくとは、誰も思っていなかった。でもフィギュアスケート
だって、日本人は手足が短いからかっこ悪いといわれていたのがこうして変
わるのだから、そういう面では、外国人の身体が能には合わない、というの
も変わっていくのではないかというようなことをおっしゃっていました。
ペレッキア：その通りですね、確かに。
宮本：先程の国際能楽研究会ですか、ミラノに支部がある、その催しのポス
ターがありましたけれども、あれは無料の催しなのですね。
ペレッキア：えーと、今、覚えていないのですが。
宮本：無料と書いてありました。その、入場料を取ってというところまでは
なかなかいかないですか。
ペレッキア：それは難しいですね。確かに最初の頃（今は違います）はモ
ニーク・アルノー先生がずっと無料で稽古していました。私は一回もお金を
出さなかったのです。時々何か御礼とか差し上げましたが、基本的にイタリ
アで有料にするとだれも寄らないと思います。
宮本：ほとんど伝道師と同じで、能楽に対する使命感だけでやっているとい
うことですね。
ペレッキア：はい。そうです。
宮本：新しい展開ということで、興行のことも考えていかなければいけない
と思うのですけれども、やはり能と狂言ではずいぶんその興行に対する危機
感というのが違います。
万蔵さん、狂言師の方というのは、戦中・戦後、狂言が低くみられた時代
があって、それに対する発奮から、戦後、京都の茂山さんとか、野村系の方
がずいぶん努力されて、狂言をいわば能と対等な芸術としてお客さんを惹き
つけてきたわけですね。狂言が始まると、いきなりお弁当を食べ始めるとい
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うお客さんも今では全く見かけなくなりました。そうして狂言が自立して成
り立ちうる存在となった。どちらかというと興行という面でいえば、狂言師
の間では今のところそこまで危機感はないのではないでしょうか。
野村：いや、あるはずですよ。能と狂言を比べたときに、今日も清水さんが
いらっしゃっていますけれども、能のほうは、例えば、お稽古をする方が少
なくなっているとか、よくいわれる、能を観にきているのに謡本ばかりこう
やって見ている人は最近ではめったにいませんよね、いいことだと思います
けれども。お客さんが少なくなっているかどうか、それは能のほうから聞い
てほしいですが、狂言だってややもすれば、努力を怠ればお客さんは来ない
と思います。
当たり前ですが、満員のところでやりたいですから、どんなに頑張って、
いい舞台を、芸をつくったかということを、大勢に観てもらって、それを評
価してもらいたくて、概念的な話ですけれども、やるわけで。その努力とい
うものが、芸を練磨する以上にこれから大事になってくると思います。
宮本：ただ、能と比べると狂言のほうがやはりこぢんまりとして、舞台セッ
トもそんなに使いませんし、非常にその、身動きもとりやすい。
野村：お金も、出演者も少ないですから、衣装とか、そういう面でもコスト
はかからないのでやりやすいということはありますね。
宮本：一方、能のほうは、それは喜正さんの話にもありましたけれども、か
つてはパトロンによって支えられていた部分が大きい。十数年ぐらい前まで
はまだあったけれども、それが崩壊している。その危機感というのはやはり
かなり強いものがあると思うのですよ。今回はその興行ということについて
あまり大きく取り上げられなかったのですが、山中さんはそれについて何か
ご意見はございますでしょうか。
山中：喜正さんのお話で興行のお話はあったと思うのですけれども。会場に
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は能のお弟子さんたちもいらしているので失礼な言い方になってしまうかも
しれないのですけれども、やはり私たち、すでに能の世界に足を踏み入れて
いる者たちが、お弟子さんも研究者もみんなちょっと、「お能を知っている
わよ」「お能はわかる人にわかればいいのよ」というような思いを持ってい
るのではないかと。さっき、現代狂言ではお客さんに判ってもらうためにこ
んなこともやるんだよ、という話がありましたが、能でも、まったく知らな
い初めてのお客さんへの手助けをもっといっぱいやる必要もあるんじゃない
かという気がします。能の芸術性だけで押していって、「これがわかってく
れるお客さまだけでいいんです」と言っていたら、能は本当に滅びてしまう
と私は思っていますけれども、あまりそれを言っていいのかどうか。この辺
りのことは、例えば、銕仙会の清水さんなんかにもご意見を伺ってみたいな
とちょっと思うのですが。
宮本：ご指名がありましたので、清水寛二さん、その興行という面で、ご意
見をいただければと思います。
清水：はい。清水です。興行は苦労していまして、私が学生の頃、銕仙会に
は、毎回、学生が１００人ぐらいは来ていたと思うのですけれども、今はその
１０分の１かどうかというぐらいになっています。これをどういうふうに挽
回するか、なかなか厳しいかなと。でも、まあまあの人は観てくださってい
るので、今、いろいろなやはりジャンルというもの、他ジャンルとの交流だ
とか、いろんなところを使って、この古典を観ていただくというふうにして
いきたいです。
宮本：そもそも危機的な状況でなければ他ジャンルとの交流は起こらなかっ
た。大体、能の歴史をみていくと、危機な状況であるときにいろいろ新しい
試みをするわけですね。
例えば、明治維新によって幕府が潰れたときに、能楽師が何をやったのか
というと、吾妻能狂言という三味線入りの能狂言をやるわけです。それは一
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時的に注目はされますけれども、そのまま廃れてしまうわけですね。なので、
新しい試みがどっちに出るのか、結果がどうなるのかというのは非常に難し
い問題だと思うのですけれども、その点は、万蔵さんはどのようにお考えで
すか。
野村：その新しい試みと古典のバランスですね。僕はこれから新しい試みと
いうか、喜正さんがやっているような、初心者に向けてまず広げる試みです
ね、これがもう、７割とか８割になっていていいのだと思います。その奥に
ある１、２割ほどが、ホンモノを追求していく。この割合でいいと思いますね。
うちでいえば、今、１日の午前中にファミリー狂言をやって、午後に本公
演というものをやっています。もちろん午前中のものは、私は出ません。続
けて観てくれる人ももちろんいます。それから最初にファミリー狂言を観た
けれども、次回の３カ月後のときはこっちの本公演を観たいと言ってくれる。
こういった仕掛けということですよね。まず来てみて楽しかった、では本当
のしっかりした狂言というのはどんなものなのだ、といって観ていく。また
そこで観て、普通に楽しめるものもあります。そうすると今度、秘曲みたい
なものが楽しくて、また次はこっちに。そうすると、間口のところが一番広
くないと奥まで行きつかない。行きつく道がないと、いくらその先の方の追
求しているものを一生懸命練磨して、たとえば秘曲の会ばかりやっていても
何の意味もないということですね。
宮本：これまでその間口を広げる試みというのはもっぱら役者の自助努力で
賄われていたわけですよね。
野村：そうです。
宮本：先程、小田さんの話でもありましたけれども、やはりこれからはアー
トマネージメントを専門にやってくれる人が必要だと思うのですけれども。
野村：そうですね。例えば、関東近県というと、横浜能楽堂などがいろいろ
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企画をなさってくださって、われわれはギャランティをいただいて、「横浜
狂言堂」なんていう名前を畏れ多くつけて（笑）、能楽堂を狂言堂にしてや
る。そうすると毎回満員です。それも知恵。われわれが考えたことではなく
て横浜能楽堂の特に中村さんという方が考えて、それで企画をして、われわ
れは芸だけを見せるという一番楽なやりかたをしてくれています。これは数
少ない例外。あとは役者が自ら助成金を申請して、お金をもらうことはあり
ますけれども、みんな自分で企画、発想をして、全部自分で払って、お金を
集めて、本番も、みんなに「ありがとうございます、よろしくお願いしま
す」と御礼を配ったりなんだりして、出るまでにはへとへとになっているよ
うな、これが能楽の今（笑）。
小田：助成のことですが、申請書類には、社会に対する貢献や上演の意義を
書く欄がありますね。あたりまえといえばあたりまえでしょうが、社会への
貢献にしても意義にしても、それほど目に見える形で早々と実現するわけで
はない。助成が要求する条件に合わせて企画を立て、それに縛られすぎると、
かえって内容面での柔軟性や自発性が損なわれることにならないか少し懸念
しています。
野村：助成金のことでちょっと申しますけれども、うちも申請していました。
だけれども２年前からやめたのですね。民主党のせいとは言いませんけれど
も、ものすごく細かい。また少しやりたいことを変えたいと思うと、いちい
ち断らないといけない。文化芸術のための助成なのに、細かい事に縛られて
大変な思いをしたので、もう自分たちの努力で、ノーギャラでもやる、その
方向に行っています。
宮本：今後、プロデュースという面はずいぶん大きな可能性がありますよね。
これまで能楽はあまりそういうことには熱心でなかったですけれども。
山中：ただ、最初に小田さんが説明してくださった、アートマネージメント
の定義というのは、昔、銕仙会で荻原達子さんがまさに同じことをおっ
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しゃってました。「能役者の方たちは舞台に専念してください、私が宣伝し
ます、私がお客さんを集める、そして社会の人たちに能の素晴らしさを伝え
ます。あなたたちが本当に芸に専念できるようにやるのが私の仕事なのだか
ら」と。それで「能楽プロデューサー」と名乗ってらして。けれども全然あ
とが育たなかったというのが問題だと思います。それはやはり、「荻原さん
じゃなくては駄目だ」という、やはり能の世界の古さ、狭さ、それからある
種の面倒臭さとか、いろいろなことがあるんだと思います。いろんなことが
あるから、やはり能界だけに任せないで、もう全然別の、大学とか、大学院
とか、そういうところでプロデューサーを育てることをやったほうがよいの
ではないかと思います。まさにアートマネージメント。万蔵さん、どうで
しょうか。
野村：そうですね、荻原さんは素晴らしい人でしたけれども、でもやはり能
楽プロデューサー、銕仙会の荻原さんですから、銕仙会を中心にやっている、
能楽界全体ではなくて。
この問題は、文楽協会とか相撲協会と比べたときに、能楽協会というのは
興行をほとんどしないのですよね。ただ、みんなの何かを守るため、平等に
何かを考えるための協会。ここで能楽協会が全体を考える受け皿になって、
能楽の世界への発信でも、人材の育成でもそういうふうになっていくことが、
将来的には僕は望ましいのだろうと思っています。
宮本：それでは、残り３０分ぐらいになりました。ここでフロアーの皆さん
からご意見をいただきたいと思うのですが、ご質問、どなたか、挙手でお願
いいたします。
質問者１：先程、山中先生がおっしゃったように、大学院生のようなレベル
の方をいろんなところに輩出するというのは、せめて中学校とか、高校とか
に何とかならないかというふうに私はお尋ねしたいし、お願いもしたいと思
います。将来のないお年寄りはもうどうでもいいですから（笑）、やはり若
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い方に、少しでも若い方に何とか伝えないと、本当に危機というのはそうい
うところではないかと常々思っています。
山中：能の研究者で教員養成系の大学に勤めていらっしゃる方が結構いらし
て、そういう人たちから聞くともう本当に、能ではなくても、古文だという
だけでも一切見たくないというような学生が多いようです。近代文学のゼミ
の申込者は多いけれども、古文は少ないという状態だそうなので、なかなか
難しいところです。私たちもなるべくいろいろなところでなんとか学生を育
てているつもりですし、その人たちがいい教員になっていってくれるという
ことも大事だと思うのですけれども、いっぽうで「学校で習うことというの
はつまらない」のですよね。私、体育が嫌いだったのですけれども、スポー
ツクラブに行ったらすごく楽しかったし、家庭科でミシンを使うのに準備に
時間がかかりすぎて楽しくなかったけれども、大人になって手芸をやってみ
たら楽しかった。こういうこともありますから、学校だけでなくていろんな
ところで間口を広げる、いろいろな人がいくつになっても能に触れられる場
所をつくっておくということもやはり大事かなと思います。
喜正さんと前にお話したのでけれども、喜正さんは若い頃「神遊」を始め
たときには、「若い世代を取り込みたい、若い人に」と思ったそうです。け
れども、今はそう思っていない。「あらゆる世代を」と思っていると。もう
これから少子化でどんどん人は減っていくけれども、だれか、例えば、学生
をつかまえたら、その学生を通してお父さんやお母さんも来てくれるかもし
れない、そういう人も全部含めて、若い２０代から８０代までファンがいっぱ
いいるという芸能は能以外にはそうないんだと、彼はおっしゃるのですね。
例えば、他のジャンルでは、ある特定の世代の人たちが好きなコンサート、
好きな役者というのがいるけれども、能の場合は、本当に２０代、あるいは
高校生で観ている子もいるけれども、８０代のお客さんまでいる。やはりそ
こを大事にして、まあ、学校が大事なのはもう重々、本当にそのとおりだと
思うのですけれども、学校だけではもったいなくて、あらゆるところに、能
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や狂言に触れる窓口をつくっておきたいなと思うのですが、いかがでしょうか。
質問者１：現実に学校でやっていませんから、教師が知りませんでしょ、少
ないのですよ。
山中：この頃は、教師が子どもに能を教えるための講座もありますし、能楽
師の方たちがあちこち、学校をまわっていますよ。
ペレッキア：私は宇治市の中学校に金剛流の能楽師を連れて行きました。そ
れは学生のためだけではなくて、先生たちのための教育ですね。それは能楽
協会が提供する活動でしょうかね。
そして話はちょっとずれますが、ひとつ言いたいのです。やはり多くの外
国の方は、能を文学として受け取っていない。文学ではなく演劇として観ら
れているので、その人たちにとって言葉（文学的な受容）は、もちろん大切
なのですけれども、第一ではなくて、第二か、第三ですね。
「能は古臭い」とか、悪い言い方では、「じじ臭い」というイメージがない
です。能の写真をみて、想像しながら「かっこいいな？」と思った。非常に
クールなイメージでした。このクールなイメージは日本の若者にとってはあ
まりないでしょう。ですからまずその「古臭い」という固定観念を消さない
と駄目だと思います。
例えば、上演の時間をお昼ではなく夜にして、そして長いプログラムでは
なく、一曲だけの番組を決めて、そして、人気のある能楽師は最初に挨拶や
解説をしてみてはどうかと思います。「神遊」という会がありますが、名前
に「遊」の字が含まれているからこそ新しいお客さんが気軽に寄ってくるの
ではないでしょうか。能は英語で「Noh play」と訳しても「play」という要
素はもう失われた感じがします。
宮本：よろしいでしょうか。ほかの方はいかがでしょうか。はい。
質問者２：日本の電気製品の会社は、昔はいい製品をいっぱいつくれば売れ
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るんだというスタンスでやっていましたが、最近はそれではやはり売れなく
て、マーケティングとかブランディングということを考えています。先程、
アートマネージメントの話もあったと思うのですが、能も、なんていうか現
代的なマーケティング、お客さまはどういうものを求めているかとか、そう
いった調査を行って、一種のブランディングみたいなことも、能楽という全
体としてすることはできないのかなというのが少し思ったところです。
例えば、歌舞伎とかでいえば、松竹みたいなところがあるので、松竹は民
間企業ですのでたぶんそういうことはやっていらっしゃると思うのですけれ
ども、能楽をみていると、各家とか、流派で、それぞれ頑張っていらっしゃ
るのはわかりますが、どうしても全体としての一般の認知度を上げるための
努力とか、そういうマーケティングみたいなものがあれば、もうちょっと一
般に認知されるのではないかなと素朴に思う部分があります。そういう可能
性はあるのかどうか、いかがでしょうか。
宮本：宝生宗家の宝生和英さんがマーケティング、ブランディングにずいぶ
ん熱心に取り組んでおられますが、実際にどのようなことをされているので
しょうか。会場に石井倫子先生がいらっしゃるので、ちょっとお聞かせいた
だければ。
石井：石井でございます。宝生和英さんといろいろお話をする機会があるの
ですけれども、和英さんの場合はとにかくまずは初心者にターゲットを絞り、
さらに彼らをリピーターにしていくということに腐心していると伺っていま
す。そこをきちんと掘り起こして、その人たちにアンケートを取って、それ
で、彼らがどういうものを観たいかということを踏まえて、次につなげてい
らっしゃるそうで、その公演においては比較的成果を上げているとお聞きし
ています。
ただ、それは現状では個人の会というレベルなので、それが流儀だとか、
能楽界全体に広がっていくかどうかは、これからの問題だとは思いますけれ
ども。
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宮本：その辺、能楽協会ではそういう試みというのは、まだ全然ないのです
か、ブランディングとか、マーケティングとか。
野村：ないと思いますよ（笑）。それは、能楽協会がさっき言ったように、
興行をするような、相撲協会とは全然性質が違う。能楽協会は家元制度とも
別の形で頑張ってやっていますから。家元制度と今日話している未来に向け
ての現在、これが非常に難しいのです。
宮本：今回、家元制度の話は全く出ませんでしたが、何かご意見はあります
か。
小田：家元制度と直接は関係しないかもしれませんが、能狂言は家単位の活
動がとても多い。それに対して、つい最近、万蔵さんが家単位の公演を越え
て、同年代の人たち、狂言方やワキ方も含めたグループによる活動を開始さ
れました。過去にも例はあったはずですが、従来の職掌や流儀にとらわれな
い横並びの活動が、はじめの一歩になると期待しています。あとは、企画や
運営面で、公共劇場に期待したい。斬新な企画をどんどんたててほしいですね。
野村：個々の努力というもので、今の能楽界は成り立っていると思います、
ほとんど。狂言は特に、流儀は関係ないというか、あまり支配されていませ
ん。能のほうも流儀によってはとても活性化しているところもあれば、そう
でない、もう家単位のところももちろんあります。だから様々な性質の家な
り、流儀なり、学者がいる中で、全部考えてやるというのは、能楽協会がふ
さわしいと思うのですが、先程言ったように、協会にも限界があって。これ
はどうしても江戸時代までのシテ方至上主義というのですか、シテ方にスポ
ンサーがいて、シテ方が全部差配してやるという、この名残りがまだある。
これがなくなってほしいとは思いませんけれども、そうではないやり方で、
狂言方は狂言方で頑張って、ワキ方も、囃子方も全部自分で食べられる、自
分でいろんなことをして努力するというふうになれば、全員が平等にこの能
楽というものを、未来を考えていけるというふうに思います。
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宮本：先程、野村さんが少し挙げられた公共劇場の力というのが本当はもっ
と大きくなるべきなのですね。国立能楽堂とか、そこら辺がもう少し音頭を
とってやってくれるといいのではないかと。
ただ、そうなると今度は役者の側がそれについてくるのかどうかというの
も大きな問題ですし、なかなか一枚岩ではなく、難しいところですね。
野村：やはり国立能楽堂でさえ単発で、月に何回かしか催事をしない、あと
は貸し館ですよ。歌舞伎のように松竹が、こうやって全部一括でやってくれ
るとか、役者を売り出したり、スターにしたり、CMに出したり、こんなこ
とを今、役者個人がやっているわけですね、自助努力で。国立能楽堂でさえ
できない、能狂言は面白くないからお客さんが来ないので毎日毎日興行は打
てないのです。単発だから十分なお金も入らずまわっていかない。例えば、
神遊の喜正さんも世田谷パブリックシアターを１週間ぐらい借りて毎日公演
とか挑戦したことがあります。みんないろんなこと、こうしたい、ああした
い、歌舞伎のようにどんどんまわしていきたいというふうに思っていますけ
れども、現実はなかなか厳しい。現実として広まっていって、金銭が成り
立って、役者にお金が入っていく、すると若い人もどんどん入って、能狂言
をやりたいと思ってくれる、こういうふうになることと、一方で私を含む、
家の子をはじめ限られた人たちが、芸をどこまでも追求していくという方向
と、これをどう考えるべきかということもあります。
その間に入ってくれる人が法政大学でもいいですし、潤沢な予算を持って
やってくれるのが一番いいのだけれども…、お願いします（笑）。
宮本：何年か前ですか、能楽学会でも能楽の現在をテーマとしたシンポジウ
ムがありました。そこで能楽協会の方とか、国立能楽堂の方が来られてお話
になったり、そういう公的な補助が必要だということを皆さんがおっしゃっ
て、すると会場から、公的な補助に頼りすぎるのではないかという反論もあ
りまして、そこは非常に難しいところだとは思いますけれども。
ほかに何か、もうそろそろ時間が短くなっているのですが、あとお一方ぐ
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らい、ご質問ありませんか。
質問者３：実際、若者とか、いわゆる購買力のある層にうったえるというこ
とになったときに、単純に宣伝をして、来てください、ということが本当に
効果的なのかというところが、自分自身でも長年の能楽堂通いで疑問に感じ
るところでした。研究者の先生方の立場として、ファンを広げていくという
観点の研究というのがなされているのかどうかというところがちょっと気に
なります。
今日のお話を聞いておりますと、学術的にいろいろな研究をしていくこと
も非常に大切だと思うのですけれども、実際問題、その危機に直面している
部分を打開していくというところの研究というのは、能・狂言の研究に限ら
ないとは思うのですけれども、１つの研究のジャンルとしてやっていっても
おかしくないのではないかなというふうに感じました。
宮本：どうもありがとうございました。間口を広げることについて、研究者
はどう考えているかということですけれども、先程、最初に山中さんが少し
お話になりましたけれども、ちょっとコメントをいただいてもいいですか。
山中：喜正さんや万蔵さんが間口を広げる活動とは別に自分にとっても大事
な舞台はやっていきたいと言っておいででしたけれど、研究者もやはり同じ
ように思っているのだろうと思うのです。自分の研究はやはり研究でやって
いきたいのですけれども、でもこうやって能の世界で自分も育ててもらって、
たくさんのいい舞台を観せていただいた。最近、能を観ながら、昔の舞台を
思い出したりもするのですね。「もし自分にとって、能がなかったらどんな
だっただろう」と想像してみると、能と出会って本当によかったなと思うの
で、その気持ちとか、それから能のある人生というのがどんなに素敵か、素
敵かもしれないか、ということを伝えるための努力は全力でしていきたいと
思っています。でも、それが研究になるかどうかというと、またちょっと難
しいですね。そういう内向きだから駄目なのかもしれないのですけれども、
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正直なところはそういうところです。竹内さん、どうですか。
竹内：大学の教員の仕事は大きく分けて３つあります。１つは研究、１つは
教育、もう１つは大学業務。研究に関しては、私も山中さんと同じ意見です。
私の研究によってファンの開拓には繋がらないかもしれないけれど、それは
それで深めていきたい。でもその一方で、学生達に、能というのはこんなに
面白いんだよということを体験してほしいという気持ちは大いにあります。
ですのでそれは、教育業務においてやっています。
具体的に申しますと、私が所属する学部は、古文なんか大嫌いという学生
がいっぱいいるところです。ですので、古文は基本読ませません。そもそも
私が書いた能に関する論文を読ませても、そこから学生が能に興味を持つこ
とにはならないでしょう。そのかわり、学生には体をつかって「やって」も
らいます。まずクラス全員が立ち上がる。９０人であっても、２０人でも立ち
上がってもらって、そこで構えを教え、すり足をしてもらう。２０人程度の
クラスなら早稲田の演劇博物館に連れていって、面をかけて歩かせる。能舞
台にも強制的に連れていく。毎年１００名人以上の学生にこれをしていても、
実際には焼け石に水なのかもしれない。けれどもこれは、たぶん能を扱って
いる研究者が皆、それぞれの勤務先でやっていることだと思います。
ただその一方で、アートマネージメントは十分大学での研究対象になりう
ると思います。むしろ、やらなくてはいけない分野です。それは国文学とか
音楽学とかではなくて、例えばアートマネージメント学という、新しくでき
た学問でやるべきことだと思いますので、そちらで学生が育つといいなと
思っています。
宮本：どうもありがとうございます。ちょうど時間になりましたので、これ
で「能楽の現在と未来」の第１日を終わらせていただきたいと思います。
本日はどうも長い時間ありがとうございました。
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